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教育長報告 

4 月 20 日 木 学校訪問（道上小，道上幼，神辺中） 

 21 日 金 福山学校元気大賞部門賞表彰（フリースクールかがやき東部） 

学校訪問（大谷台小，幕山小，城東中，深津小） 

福山地区保護司会定時総会（福山労働会館みやび） 

 22 日 土 福山地区更生保護女性会総会（福山すこやかセンター） 

 23 日 日  

 24 日 月 校長面談 

 25 日 火 初任者研修（福山市人権交流センター） 

広島県都市教育長会春の総会 

校長面談 

 26 日 水 初任者研修（福山市人権交流センター） 

校長面談 

 27 日 木 校長面談 

 28 日 金 校長面談 

 29 日 土  

 30 日 日  

5 月 1 日 月 中学校長研修（まなびの館ローズコム） 

校長面談 

 2 日 火 小学校長研修（人権交流センター） 

校長面談 

 3 日 水  

 4 日 木  

 5 日 金  

 6 日 土  

 7 日 日  

 8 日 月 授業実践研修（叡智学園） 

 9 日 火 本会議 

 10 日 水 第２回教育委員会会議 

校長面談 
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議第５号 

 

２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立小学校，中学校及び義務教 

育学校用教科用図書の採択方針について 

 

 ２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立小学校，中学校及び義務教育学校用教

科用図書の採択方針については，別紙のとおりとする。 
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（別紙） 

２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立小学校，中学校及び義務教育学

校用教科用図書の採択方針 

 

１ 採択方針 

福山市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は，教科用図書は学校教育において，

教科の主たる教材として使用される重要なものであることを認識し，教育基本法，学校

教育法，学習指導要領及び広島県教育委員会の採択基本方針に則り，本市の小学校，中

学校及び義務教育学校（以下「小中学校等」という。）の児童生徒に最も適切な教科用図

書を採択する。 

また，学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書については，児童生徒の

障害の状態及び発達段階に適合したものを採択する。 

 

２ 採択する教科用図書 

（１）小学校用教科用図書（義務教育学校の前期課程用を含む。以下同じ。） 

全ての教科用図書について，今年度新たに採択する。 

（２）中学校用教科用図書（義務教育学校の後期課程用を含む。以下同じ。） 

全ての教科用図書について，２０２３年度（令和５年度）と同一の教科用図書を使

用する。 

（３）小中学校等の特別支援学級において使用する学校教育法附則第９条第１項の規定に

よる教科用図書 

   小中学校等の特別支援学級で特別な教育課程を編成する場合において，当該学年用

の検定済教科用図書を使用することが適当でないときは，下学年用の検定済教科用図

書や文部科学省著作教科用図書の使用について十分に考慮し，それらの使用が適当で

ない場合に限り，学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書を毎年度，採

択する。 

 

３ 適正かつ公正な採択の確保 

（１）教科書発行者等による宣伝行為等に影響されることなく，教育委員会の責任におい

て，採択における適正，公正を期す。 

（２）特定の教科書発行者と関係を有する者が，教科書採択に関与することがないように

する。 

 

４ 採択の観点 

採択に当たっては，次の観点に基づいて，広島県教育委員会が作成する「選定資料」

を活用して十分な調査研究を行い，最も適切なものを採択する。 

（１）小学校用教科用図書 

  ア 基礎・基本の定着 

  イ 主体的に学習に取り組む工夫 

  ウ 内容の構成・配列・分量 
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  エ 内容の表現・表記 

  オ 言語活動の充実 

（２）学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書 

  ア 内容の特徴・程度 

  イ 内容の構成・配列・分量 

  ウ 内容の表現・表記 

  エ 印刷・製本の状態 

 

５ 採択手順 

（１）小学校用教科用図書 

  ア 教育委員会は，小学校用教科用図書選定委員会（以下「教科用図書選定委員会」

という。）を設置し，教科用図書採択のための調査審議を行い，その結果を答申する

よう諮問する。 

イ 教科用図書選定委員会に教科用図書に係る専門の事項を調査研究させる調査員

を置き，調査員は，教科用図書選定委員会の指示を受け，調査研究し報告する。 

  ウ 教科用図書選定委員会は，調査員の報告を受け，全ての教科用図書について調査

審議し，その結果を教育委員会へ答申する。 

  エ 教育委員会は，教科用図書選定委員会の答申を踏まえ採択する。 

（２）小中学校等の特別支援学級において使用する学校教育法附則第９条第１項の規定に

よる教科用図書 

  ア 特別支援学級を設置する各学校は，校長，教頭，主幹教諭，教務主任，特別支援

学級担任等で構成する教科書選定会議（以下「選定会議」という。）を設置する。 

イ 選定会議は，教育委員会の指導，助言を受け，広島県教育委員会が作成する選定

資料を参考にするなど調査研究を十分に行い，児童生徒の障害の状態及び発達段階

に適合した教科用図書を種目ごとに選定し，各学校は，選定された教科用図書の採

択を教育委員会へ申請する。 

  ウ 教育委員会は，各学校からの申請に基づき採択する。 

 

６ 開かれた採択の推進 

採択結果，採択理由及び採択に係る情報等について，採択後，遅滞なく公表するなど

開かれた採択を推進する。 
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小学校用教科用図書の採択について 

 

１ 採択する教科用図書について 

（１） 小学校用教科用図書 

２０１９年度（令和元年度）に採択した小学校用教科用図書が，使用開始から

４年になることに伴い，全ての教科用図書について今年度新たに採択する。 

 

２ 検定・採択のスケジュール 

 

◎：検定年度 

△：直近の検定で合格した教科書の初めての採択が行われる年度 

○：使用開始年度（小・中学校は原則として４年ごと，高校は毎年度採択替え） 

▲：直近の検定で合格した「特別の教科 道徳」の教科書の初めての採択が行われた年度 

●：「特別の教科 道徳」の使用開始年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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福山市立小学校及び義務教育学校の前期課程で使用する教科用図書の採択手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市教育委員会 ⑤採択 

①諮問 

実施 

広島県教育委員会 

教科書展示会 

（実施場所） 
・教育相談センター 
・中央，松永，北部の
各図書館 

指導・助言・援助 

②指示 

教科用図書選定委員会 

市民の意見
を収集 

調 査 員 

③報告 

④答申 

・教科用図書選定委員会に教科用図書

に係る専門の事項を調査研究させる

調査員を置く。 

・調査員は，教科用図書選定委員会の

指示を受け，調査研究し報告する。 

・調査員は，小学校及び義務教育学校

の前期課程の教科について専門的知

識を有する者のうちから教育委員会

が委嘱する。 

採択地区 

（福山市） 

・教科用図書選定委員会は，教育委員会

の諮問を受け，教科用図書採択のた

めの調査審議を行い，その結果を教

育委員会へ答申する。 

・委員は，それぞれの委員会ごとに，学

識経験者，児童生徒の保護者，小中学

校等の校長・教頭及び市職員等のう

ちから教育委員会が委嘱する。 

意見
提供 

資料２ 
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福山市立小学校，中学校及び義務教育学校の特別支援学級で使用する 

学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書の採択手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市教育委員会 ③採択 

広島県教育委員会 

指導・助言・援助 

・各学校は，校長，教頭，主幹教諭，

教務主任，特別支援学級担任等で構

成する教科書選定会議を設置する。 

・選定会議は，児童生徒の障害の状態

及び発達段階に適合した教科用図

書を種目ごとに選定し，各学校は，

選定された教科用図書の採択を教

育委員会へ申請する。 

特別支援学級を設置する 
小中学校等 

 

 

 

 

 

【参考】特別支援学級で使用する教科用図書について 

基本的に当該学年の他の児童生徒が使用する検定済教科用図書と同じものを使用するが，特

別な教育課程の編成により検定済教科用図書を使用することが適当でない場合は，他の適切な

教科用図書を使用することができる。 

○選定の順番 

（１）当該学年用検定済教科用図書 

（２）検定済教科用図書の下学年用のもの 

知的障害のある児童生徒で当該学年用検定済教科用図書の使用が適さない場合は，下学

年の教科用図書を使用する。 

（３）文部科学省著作教科用図書 

文部科学省が著作の名義を有する特別支援学校用（知的障害）に作成された教科用図書で

検定済教科用図書の使用が難しい場合に使用する。 

（４）学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書 

   検定済教科用図書や著作教科用図書を使用することが適当でない場合に使用する。 

教科書展示会※ 

（実施場所） 
・教育相談センター 
・中央，松永，北部の 
各図書館 

※文部科学省著作教科

用図書及び学校教育

法附則第９条第１項

の規定による教科用

図書 

①指導・助言 ②申請 

実施 

市民の意見
を収集 

意見
提供 

資料３ 

教科書選定会議 
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○学校教育法（抄） 

第三十四条 小学校においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部科学省が著作の名義

を有する教科用図書を使用しなければならない。 

附 則 

第九条 高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校並びに特別支援学級においては、当分

の間、第三十四条第一項(第四十九条、第四十九条の八、第六十二条、第七十条第一項及び第八十

二条において準用する場合を含む。)の規定にかかわらず、文部科学大臣の定めるところにより、

第三十四条第一項に規定する教科用図書以外の教科用図書を使用することができる。 

 

○義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（抄） 

（教科用図書の採択） 

第十三条 都道府県内の義務教育諸学校（都道府県立の義務教育諸学校を除く。）において使用する

教科用図書の採択は、第十条の規定によって当該都道府県の教育委員会が行なう指導、助言又は

援助により、種目（教科用図書の教科ごとに分類された単位をいう。以下同じ。）ごとに一種の

教科用図書について行なうものとする。 

２ 都道府県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、あらかじめ選定審議会の意

見をきいて、種目ごとに一種の教科用図書について行なうものとする。 

３ 公立の中学校で学校教育法第七十一条の規定により高等学校における教育と一貫した教育を施す

もの及び公立の中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書については、市町村の教育

委員会又は都道府県の教育委員会は、前二項の規定にかかわらず、学校ごとに、種目ごとに一種

の教科用図書の採択を行うものとする。 

４ 第一項の場合において、採択地区が二以上の市町村の区域を併せた地域であるときは、当該採択

地区内の市町村の教育委員会は、協議により規約を定め、当該採択地区内の市町村立の小学校、

中学校及び義務教育学校において使用する教科用図書の採択について協議を行うための協議会

（次項及び第十七条において「採択地区協議会」という。）を設けなければならない。 

５ 前項の場合において、当該採択地区内の市町村の教育委員会は、採択地区協議会における協議の

結果に基づき、種目ごとに同一の教科用図書を採択しなければならない。 

６ 第一項から第三項まで及び前項の採択は、教科書の発行に関する臨時措置法（昭和二十三年法律

第百三十二号。以下「臨時措置法」という。）第六条第一項の規定により文部科学大臣から送付

される目録に登載された教科用図書のうちから行わなければならない。ただし、学校教育法附則

第九条第一項に規定する教科用図書については、この限りでない。 

（同一教科用図書を採択する期間） 

第十四条 義務教育諸学校において使用する教科用図書については、政令で定めるところにより、政

令で定める期間、毎年度、種目ごとに同一の教科用図書を採択するものとする。 

（採択した教科用図書の種類等の公表） 

第十五条 市町村の教育委員会、都道府県の教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校

を除く。）の校長は、義務教育諸学校において使用する教科用図書を採択したときは、遅滞な

く、当該教科用図書の種類、当該教科用図書を採択した理由その他文部科学省令で定める事項を

公表するよう努めるものとする。 

 

○義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令（抄） 

（採択の時期） 

第十四条 義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、当該教科用図書を使用する年度の

前年度の八月三十一日までに行わなければならない。 

参考１ 
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２ 九月一日以後において新たに教科用図書を採択する必要が生じたときは、速やかに教科用図書の

採択を行わなければならない。 

（同一教科用図書を採択する期間） 

第十五条 法第十四条の規定により種目ごとに同一の教科用図書を採択する期間（以下この条におい

て「採択期間」という。）は、学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）附則第九条に規定す

る教科用図書を採択する場合を除き、四年とする。 

 

  

参考２ 
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○福山市教科用図書選定委員会条例 

平成29年３月28日 

条例第12号 

改正 平成30年６月29日条例第33号 

 

（目的及び設置） 

第１条 福山市立小学校及び福山市立義務教育学校の前期課程（以下「小学校等」という。）並びに

福山市立中学校（福山市立福山中学校を除く。）及び福山市立義務教育学校の後期課程（以下

「中学校等」という。）において使用する教科用図書（学校教育法（昭和22年法律第26号）第34

条第１項（同法第49条において準用する場合を含む。）に規定する教科用図書をいう。以下同

じ。）の採択（義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和38年法律第182号）第

10条に規定する採択をいう。以下同じ。）をする上で必要な事項を調査審議するため、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、福山市小学校用教科用図書選定委

員会及び福山市中学校用教科用図書選定委員会（以下「教科用図書選定委員会」と総称する。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 教科用図書選定委員会は、教育委員会の諮問に応じ、次の表の左欄に掲げる委員会の区分に

応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる教科用図書の区分において、種目（教科用図書の教科ごとに

分類された単位をいう。）ごとに全ての教科用図書について調査審議し、その結果を答申する。 

委員会 教科用図書の区分 

福山市小学校用教科用図書選定委員会 小学校等で使用する教科用図書 

福山市中学校用教科用図書選定委員会 中学校等で使用する教科用図書 

２ 教科用図書選定委員会は、前項の規定による答申に必要な資料を作成するため、それぞれ調査研

究の観点を定め、第６条第１項の調査員に当該観点を示した上で、調査研究を行わせる。 

（委員） 

第３条 教科用図書選定委員会は、それぞれ委員15人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 小学校等に在籍する児童又は中学校等に在籍する生徒の保護者 

(3) 福山市立小学校、中学校又は義務教育学校の校長及び教頭 

(4) 市の職員 

(5) その他教育委員会が必要と認める者 

３ 教科用図書の採択に直接の利害関係を有する者又はこれに準ずる者として教育委員会が認める者

は、委員となることができない。 

４ 委員の任期は、第２項の規定による委嘱の日から教育委員会が教科用図書の採択を行う日までと

する。 

（会長及び副会長） 

第４条 教科用図書選定委員会の各委員会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により定め

る。 

２ 会長は、会務を総理し、教科用図書選定委員会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

 

参考２ 
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（会議） 

第５条 教科用図書選定委員会の会議は、会長が招集し、その議長となる。ただし、会長及び副会長

が在任しないときの会議は、教育委員会が招集する。 

２ 教科用図書選定委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 教科用図書選定委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（調査員） 

第６条 教科用図書選定委員会の各委員会に、教科用図書に係る専門の事項を調査研究させるため、

調査員を置く。 

２ 調査員は、第２条第２項の規定により示された観点に基づき調査研究を行い、その結果を所属す

る教科用図書選定委員会に報告する。 

３ 調査員は、小学校等又は中学校等の教科について専門的知識を有する者のうちから教育委員会が

委嘱する。 

４ 教科用図書の採択に直接の利害関係を有する者若しくはこれに準ずる者として教育委員会が認め

る者又は委員は、調査員となることができない。 

５ 調査員の任期は、第３項の規定による委嘱の日から教育委員会が教科用図書の採択を行う日まで

とする。 

（意見の聴取） 

第７条 教科用図書選定委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の会議への出席を求

め、その説明又は意見を聴くことができる。 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、教科用図書選定委員会の運営に関し必要な事項は、教育委員

会が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。 

（福山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 福山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和41年条例第112号）

の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成30年６月29日条例第33号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成31年４月１日から施行する。ただし、次項及び附則第９項の規定は、公布の日

から施行する。 
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議第６号 

 

２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立福山中学校及び福山市立 

福山高等学校用教科用図書の採択方針について 

 

 ２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校

用教科用図書の採択方針については，別紙のとおりとする。 
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（別紙） 

２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立福山中学校及び福山市立福山 

高等学校用教科用図書の採択方針 

 

１ 採択方針 

福山市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は，教科用図書は学校教育において，

教科の主たる教材として使用される重要なものであることを認識し，教育基本法，学校

教育法，学習指導要領及び広島県教育委員会の採択基本方針に則り，福山中学校及び福

山高等学校（以下「福山中高等学校」と総称する。）の生徒に最も適切な教科用図書を採

択する。 

 

２ 採択する教科用図書 

（１）福山中学校用教科用図書 

２０２３年度（令和５年度）と同一の教科用図書を使用する。 

（２）福山高等学校用教科用図書 

   全ての教科用図書について，毎年度，採択する。 

 

３ 適正かつ公正な採択の確保 

（１）教科書発行者等による宣伝行為等に影響されることなく，教育委員会の責任におい

て，採択における適正，公正を期す。 

（２）特定の教科書発行者と関係を有する者が，教科書採択に関与することがないように

する。 

 

４ 採択の観点 

採択に当たっては，文部科学省の示す一般的指導事項及び福山中高等学校の教育課程

に照らして検討し，最も適切なものを採択する。 

なお，福山中学校用教科用図書の採択に当たっては，次の観点に基づいて，広島県教

育委員会が作成する選定資料を活用して十分な調査研究を行うものとする。 

（１）基礎・基本の定着 

（２）主体的に学習に取り組む工夫 

（３）内容の構成・配列・分量 

（４）内容の表現・表記 

（５）言語活動の充実 

 

５ 採択手順 

（１）福山中高等学校は，校長，教頭及び校長が選任する教諭で構成する教科書選定会議

（以下「選定会議」という。）を設置する。 

（２）選定会議に，福山中高等学校の教諭のうちから校長が選任し，教科用図書に係る専

門の事項を調査研究させる調査員を置き，調査員は，選定会議の指示を受け，調査研

究し報告する。 
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（３）選定会議は，調査員の報告を受け，十分な調査研究を行うとともに，福山中学校又

は福山高等学校の生徒の保護者のうちから校長が指名する者から意見を聴くものと

する。 

（４）選定会議は，教育課程及び生徒の学習実態に適した教科用図書を種目ごとに選定

し，教育委員会へ採択を申請する。 

（５）教育委員会は，福山中高等学校からの申請に基づき採択する。 

 

６ 情報公開 

採択結果，採択理由及び採択に係る情報等について，採択後，遅滞なく公表するなど

開かれた採択を推進する。 
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福山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校で 

使用する教科用図書の採択手順 

 

 

 

 

③報告 ②指示 

調  査  員 

福山市教育委員会 ⑤採択 

教科書選定会議 

広島県教育委員会 

指導・助言・援助 

福山中学校 
福山高等学校 

①指導・助言 ④申請 

・福山中高等学校は，校長，教頭，校

長が選任する教諭で構成する選定会

議を設置する。 

・選定会議は，調査員の報告を受け，

十分な調査研究を行うとともに，福

山中学校又は福山高等学校の生徒の

保護者のうち校長が指名する者から

意見を聴くものとする。 

・選定会議は，種目ごとに教科用図書

を選定し，教育委員会へ申請する。 

・選定会議に教科用図書に係る専門

の事項を調査研究させる調査員を

置く。 

・調査員は，選定会議の指示を受

け，調査研究し報告する。 

・調査員は，福山中高等学校の教諭

のうちから校長が選任する。 

教科書展示会 

（実施場所） 
・教育相談センター 

実施 

市民の意見
を収集 

意見
提供 

資料 
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福山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校用教科用図書 

の採択事務に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は，福山市立福山中学校（以下「福山中学校」という。）及び福山市立福山高等学校

（以下「福山高等学校」という。）（以下「福山中高等学校」と総称する。）で使用する教科用図書（以

下「教科用図書」という。）について，「福山市立福山中学校及び福山高等学校用教科用図書の採択

方針」に基づき，適正かつ公正な採択事務を円滑に行うため，必要な事項を定めるものとする。 

 

（教科書選定会議の設置） 

第２条 福山中高等学校の校長（以下「校長」という。）は，前条の目的を達成するため，教科書選定

会議（以下「選定会議」という。）を設置する。 

 

 （選定会議の所掌事務） 

第３条 選定会議は，教育委員会の指導及び助言の下で，種目（教科用図書の教科ごとに分類された

単位をいう。以下同じ。）ごとに教科用図書を選定し，その結果について資料を作成の上，教育委員

会へ採択を申請する。 

２ 選定会議は，前項の資料を作成するため，第７条第１項の調査員に調査研究を行わせるものとす

る。 

 

（選定会議の委員） 

第４条 選定会議は，委員７人以内で組織し，次の各号に掲げる者で構成する。 

（１）校長並びに福山中高等学校の教頭 

（２）福山中高等学校の教諭のうちから校長が選任する者 

２ 教科用図書の採択に直接の利害関係を有する者又はこれに準ずる者として校長が認める者は，委

員となることができない。 

３ 委員の任期は，教育委員会が教科用図書の採択を行う日までとする。 

 

（選定会議の会長及び副会長） 

第５条 選定会議に会長及び副会長各１人を置き，委員の互選により定める。 

２ 会長は，会務を総理し，選定会議を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときはその職務を代理する。 

 

（選定会議の会議） 

第６条 選定会議の会議は，会長が招集し，会長がその議長となる。ただし，会長及び副会長が在任

しないときの会議は，校長が招集する。 

２ 選定会議は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

３ 選定会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。 

 

 （調査員） 

第７条 選定会議に，教科用図書に係る専門の事項を調査研究させるため，調査員を置く。 

２ 調査員は，福山中高等学校の教諭のうちから，校長が選任する。 

３ 教科用図書の採択に直接の利害関係を有する者若しくはこれに準ずる者として校長が認める者又

は委員は，調査員となることができない。 

４ 調査員の任期は，教育委員会が教科用図書の採択を行う日までとする。 

 

（調査員の所掌事務） 

第８条 調査員は,第３条第２項の規定に基づき，教科用図書について種目ごとに専門的な調査研究

参考 
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を行い，その結果を選定会議に報告する。 

２ 前項に規定する調査研究のうち，福山中学校で使用する教科用図書に係るものにあっては，種目

ごとに全ての教科用図書について行うものとする。 

 

（調査員の会議） 

第９条 調査員の会議は，校長が招集し，教科ごとに代表者を定め，調査研究をする。 

 

 （意見の聴取） 

第１０条 選定会議は，教科用図書の選定に関し，福山中学校又は福山高等学校の生徒の保護者のう

ちから校長が指名する者の会議への出席を求め，その意見を聴くものとする。 

 

 （教科書展示会） 

第１１条 教育委員会は，教科用図書見本本を市民の閲覧に供し，教科用図書の研究に資するため，

教科書の発行に関する臨時措置法（昭和２３年法律第１３２号）の規定により広島県教育委員会が

教科書展示会を開催するに当たって，必要な連携を行うものとする。 

２ 選定会議は，前項の教科書展示会において収集された市民の意見を，教科用図書の選定に関する

調査研究の参考とする。 

 

（情報公開） 

第１２条 教育委員会は，教科用図書に係る採択結果，採択理由及び採択に係る関係者等について，

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令（昭和３９年政令第１４号）第１４条

第１項に規定する時期の後，公開するものとする。 

 

 （雑則） 

第１３条 選定会議は，第３条に規定する所掌事務を行うために，教育委員会事務局学校教育部学び

づくり課と必要な連携を行うものとする。             

２ この要綱に定めるもののほか，教科用図書の採択事務に関し必要な事項は，教育委員会が別に定

める。 

 

   附 則 

 この要綱は，平成１５年６月２６日から施行する。 

   附 則 

この要綱は，平成１６年５月１２日から施行する。 

   附 則 

この要綱は，平成２５年４月２６日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は，２０１７年（平成２９年）４月３日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は，２０１８年（平成３０年）４月２日から施行する。 
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議第８号 

 

福山市小学校用教科用図書選定委員会への諮問について 

 

 ２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立小学校用教科用図書について，別紙の

とおり福山市小学校用教科用図書選定委員会へ諮問する。 
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（別紙） 

２０２３年（令和５年） 月  日 

 

 福山市小学校用教科用図書選定委員会会長 様 

 

福 山 市 教 育 委 員 会 

 

 

２０２４年度（令和６年度）に使用する福山市立小学校用 

教科用図書について（諮問） 

 

 

福山市教育委員会は，「福山１００ＮＥＮ教育」８年目となる本年度，「リアル＆デジタ

ル『学びが面白い！』の深化 自ら，共に『鍛える』『支える』」をテーマに，切磋琢磨し

ながら，やり抜く・粘り強く取り組む過程を大切にし，すべての子どもたちが「学びが面

白い」と実感する「子ども主体の学び」づくりを進めています。 

教科用図書の採択に当たっては，「教科用図書は学校教育において，教科の主たる教材と

して使用される重要なものであることを認識し，教育基本法，学校教育法，学習指導要領

及び広島県教育委員会の採択基本方針に則り，本市の児童生徒に最も適切な教科用図書を

採択する。また，学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書については，児童

生徒の障害の状態及び発達段階に適合したものを採択する。」という基本方針を定めてい

ます。 

次年度に使用する小学校用教科用図書についても，教育基本法や学校教育法で明確に示

された教育の理念や目標を踏まえるとともに，本市の学校教育の推進に最もふさわしい教

科用図書を採択することが求められます。 

ついては，調査員による専門的な調査研究結果や，市民の意見を参考として教科用図書

について審議し，その特徴等を整理した資料を作成して，７月２８日までに答申されるよ

う諮問します。 
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